
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

第
２
期 

斑
鳩
町

	

健
康
増
進
計
画
を

	

　
　
　

策
定
し
ま
し
た

―
―

 

特
集

４	�

斑
鳩
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

	

耐
震
改
修
支
援
事
業
の
ご
案
内

６	

職
員
の
人
事
異
動

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

ち
ょ
っ
と
知
っ
て
る
？
斑
鳩
町

12	

わ
た
し
が
私
ら
し
く
あ
る
た
め
に

13	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

14	

自
治
会
で
地
域
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う

15	

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

16	

ま
ち
の
情
報

22	

ほ
け
ん
だ
よ
り

2 0 1 3

5
No. 572

いかるが

シャボン玉と音楽とお母さん大好き！
〜「ミュージック・ケア」子育て支援講座 〜
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第２期 斑鳩町健康増進計画を
策定しました

今日の健康を明日につなげ健康で活力ある町をめざして
　

こ
の
計
画
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

10
年
間
の
計
画
と
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
、
と

も
に
支
え
合
い
な
が
ら
希
望
や
生
き

が
い
を
持
ち
心
豊
か
に
生
活
で
き
る

活
力
あ
る
社
会
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
健
康
寿
命
（
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
期
間
）
を
伸
ば
す
こ
と
や
生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
は
、
す
べ
て
の
人
が
希
望
や

生
き
が
い
を
持
ち
、
心
豊
か
な
人
生

を
送
る
た
め
に
は
、
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
手
を
た
ず

さ
え
て
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る

み
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も

に
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
を
次
世
代

へ
と
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
健
康

で
活
力
あ
る
町
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
第
２
期
斑
鳩

町
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て
、
町
全

体
で
す
す
め
る
べ
き
取
り
組
み
と
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
行
動
の
指
針
を

紹
介
し
ま
す
。

「生涯を通じた主体的な健康づくり」と「健康づくりを支える環境整備」の推進

健康的な生活習慣をつくる
　健康増進の基本要素となる「栄養・食生活」「身体活動・運動」「休養・こころの
健康」「喫煙」「飲酒」に関する生活習慣の改善に取り組みます。

1

◦ 休養・こころの健康 ◦
積極的に休養し、ストレスを上手に解消しましょう
働く世代のこころの健康を保ちましょう

住民の行動指針
● 安眠できる環境を整え、質の良い睡眠をとりましょう。
● 眠れなくなるのはこころのＳＯＳ、早めに気づきましょう。
● 周囲の人や自分自身の体調の変化に敏感になりましょう。

◦ 栄養・食生活 ◦
１日３食バランスよく食べて、
適正体重を維持しましょう

◦ 身体活動・運動 ◦
日常生活の中で意識的に
体を動かしましょう

住民の行動指針
● �あと10分多めに歩きましょう。１日、10

分程度多めに歩けば、約
1000歩の歩数増加につ
ながります。

● �日常生活の中で意識して
こまめに身体を動かしま
しょう。

住民の行動指針
● �主食（ごはん、パン、麺な

ど）、主菜（魚、肉、卵、大豆製品など）、
副菜（野菜、いも、きのこ、海藻など）を
そろえてバランスよく食べましょう。

● �規則正しい生活リズムを心がけましょう。
● 定期的に体重をチェックしましょう。

基本理念

基本目標



� 2013.5.  広報 

生活習慣病の発症と重症化予防
　健康的な生活習慣を実践するため「がん」「循環器疾患」「糖尿病」の発症予防や「歯・
口腔の健康」に取り組みます。

生活の質の維持・向上に向けた健康づくり
　希望や生きがいを持ち、生活の質を維持、向上し、健やかで心豊かに生活できる
活力ある社会をめざし、ライフステージに応じて、生活習慣及び社会環境の変化に
応じた健康づくりに取り組みます。

健康づくりがしやすいまちづくり
　社会環境の変化やそれに伴うラ
イフスタイルの多様化などにより、
生活習慣が崩れています。個人の
生活習慣の改善と、地域全体での
健康づくりに取り組みます。

2

3

4

◦ 喫 煙 ◦
たばこを吸わない

住民の行動指針
● �たばこは吸う人だけではな

く、周囲の人の健康にも害を与えます。喫
煙している人は、禁煙に踏み切りましょう。

● �徐々に本数を減らす方法は逆効果。きっぱ
りやめることが大事です。

◦ 飲 酒 ◦
お酒は適量にしましょう
住民の行動指針

● �適正な飲酒の量を知り、適正
飲酒を心がけましょう。

● �他人にむりやりお酒を勧めな
いようにしましょう。

健康づくりを支える人材の充実を図ります
住民の行動指針

● �「あなたができることを少しだけ」ボラン
ティア活動に参加しましょう。

● �健康づくりの活動に関心を持ち、地域との
つながりをつくりましょう。

◦ 健診・生活習慣病、がん、歯・口腔の健康 ◦
定期的に自分の健康をチェック・管理しましょう

住民の行動指針
● �糖尿病、循環器疾患、がんは生活習慣を見直し、栄養・食生活、身体活動・

運動などで予防しましょう。
● �糖尿病、高血圧、がんの早期は無症状です。定期的に特定健康診査やがん検診を受診し、自分

の健康をチェック・管理しましょう。
● �いつまでも不自由なく、なんでも食べることができるように、生涯を通じて歯科疾患を予防し、

歯の喪失を防ぎましょう。

◦ 高齢者の健康 ◦
いきがいのある自立した生活を送りましょう
住民の行動指針

● �食事は１日３食バランスよく食べることを
心がけ、定期的に体重をチェックして低栄
養を防ぎましょう。

● �できるだけ、こまめに体を動かしましょう。
● �趣味を持ったり、地域活動に参加しましょ

う。

◦ 次世代の健康 ◦
健康的な生活習慣を身につけましょう
住民の行動指針

● �家族で食卓を囲み、団らんの機会を増やし
ましょう。

● �早寝早起きの生活リズムを身につけ、朝食
をしっかり食べましょう。

● �妊産婦、未成年は喫煙飲酒をしないで、そ
の状態を続けていきましょう。
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　平成23年３月11日、国内観測史上最大規模とな
る東日本大震災が発生し、東北地方を中心に甚大な
被害が生じました。こうした中、内閣府により発表
された南海トラフ巨大地震における被害想定では、
奈良県においても大きな被害がもたらされることが
予測されています。
　自らのそして家族の生命・財産を守るためには、
住まいの耐震化をすすめることが重要です。
　斑鳩町では、地震に対する住宅の安全性を調べる
ための耐震診断にかかる費用の助成に加え、耐震診
断の結果にもとづき、耐震改修工事を実施される場
合、工事費の一部を補助する事業をおこなっていま
す。
　平成25年度の耐震診断及び耐震改修支援事業の
募集内容は次のとおりです。

平成25年度斑鳩町既存木造住宅耐震診断支援事業の概要

助 成 の
対象となる
建 築 物

•�昭和56年5月31日以前に着工された在来軸組構法の木造住宅で、延床面積
が250㎡以下で、かつ2階以下（地階を除く）のもの。

•�専用住宅、長屋住宅、共同住宅。その他、店舗など住宅以外の用途を兼ねる
建築物の場合は、住宅以外に使用する部分の床面積が延床面積の1／2未満
のものが、対象となります。

補助対象者 　対象住宅の所有者

診 断 方 法 　一般診断法（※原則として目視による調査方法です。）

助 成 金 額 　4万5千円（※費用総額は4万5千円のため、自己負担金はありません。）

募 集 件 数

　20件（※申込者多数の場合は、抽選（公開による）とします。）
※�下記の受付期間の中で、申込件数が募集件数に満たない場合は、受付期間満
了後も引き続き、受付を行います。この場合、申込件数が募集件数に達する
までの先着順とします。

受 付 期 間 　平成25年５月１日（水）～平成25年５月31日（金）
　午前８時30分～午後５時30分（※土日、祝日を除く）

注 意 事 項

•�申込を希望される人は、事前に電話もしくは窓口にて必ずご相談ください。
事業対象となるかを確認させていただいてからの受付となります。

•直接業者に耐震診断を依頼された場合は助成の対象となりません。
•町の耐震診断支援事業では、戸別訪問による勧誘は一切おこなっていません。

無料
診断

大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～大地震の発生にそなえて～わが家の地震対策～
－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－－斑鳩町既存木造住宅耐震診断・耐震改修支援事業のご案内－

受付・問合せ　都市整備課（☎内線292・293）
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平成25年度斑鳩町既存木造住宅耐震改修支援事業の概要

助 成 の
対象となる
建 築 物

•�昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅で、2階以下（地階を除く）
のもの。

•�専用住宅、長屋住宅、共同住宅。その他、店舗など住宅以外の用途を兼ねる
建築物の場合は、住宅以外に使用する部分の床面積が延床面積の1／2未満
のものが、対象となります。

補助対象者 　対象住宅の所有者等（所有者の同意を得た者を含む。）

補 助 対 象
工 事

•�耐震診断技術者による耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満と診断され
た住宅について、上部構造評点を1.0以上、または1階の上部構造評点を0.7
以上とする耐震改修工事

助 成 金 額

募 集 件 数

　６件（※申込者多数の場合は、抽選（公開による）とします。）
※�下記の受付期間の中で、申込件数が募集件数に満たない場合は、受付期間満
了後も引き続き、受付を行います。この場合、申込件数が募集件数に達する
までの先着順とします。

受 付 期 間 　平成25年５月１日（水）～平成25年５月31日（金）
　午前８時30分～午後５時30分（※土日、祝日を除く）

注 意 事 項

•�申込を希望される人は、事前に電話もしくは窓口にて必ずご相談ください。
事業対象となるかを確認させていただいてからの受付となります。

•�申込は業者と工事に関する契約を締結する前におこなってください。また、
既に工事に着手された場合や、既に工事が完了している場合は、この事業の
対象となりません。

改修支援

耐震改修工事費 補助金の額

50万円未満 補助対象外です。

50万円以上～60万円未満 20万円

60万円以上～150万円未満 耐震改修工事費の1／3の額

150万円以上 50万円

　

大
地
震
の
発
生
に
備
え
、斑
鳩
町
で
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

人
・
家
・
街 

安
全
支
援

機
構
（
略
称
Ｌ
Ｓ
Ｏ
）」
と
協
力
し
て
住

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
建
築
士
の
方
に
、

斑
鳩
町
に
お
け
る
大
地
震
の
被
害
想
定
や

失
敗
し
な
い
リ
フ
ォ
ー
ム
の
コ
ツ
な
ど
を

講
演
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
個
別
相
談
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
18
日（
土
）

【
講
演
会
】　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
個
別
相
談
会
】

　

午
前
11
時
～
12
時
30
分
・

　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
（
事
前
申
込
者
優
先
・
希
望
者
の
み
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

定
員　
50
名
（
申
込
要
・
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込
先　
　

Ｌ
Ｓ
Ｏ

申
込
方
法　
電
話
又
は
ｆ
ａ
ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
１
２
０
‐
２
６
３
‐
１
５
０

　
　
　
　

０
６
‐
６
４
５
６
‐
１
０
１
０

ｆ
ａ
ｘ　
０
６
‐
６
４
５
６
‐
１
０
７
３

受�

付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
日
・

祝
日
を
除
く
）

「
斑
鳩
町　
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

住
ま
い
の

　
耐
震
化
の
す
す
め

私たちは今　何を考え、行動すべきか
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消
防
団
役
員
紹
介

　

消
防
団
役
員
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
団　
　
　
長　
　
増　
井　
隆　
生

　
副　
団　
長　
　
紀　
　
　
勝　
司

　
副　
団　
長　
　
清　
水　
正　
夫

　
副　
団　
長　
　
西　
谷　
喜
代
嗣

　
第
１
分
団
長　
　
安　
本　
喜　
次

　
第
２
分
団
長　
　
卯　
川　
喜
代
司

　
第
３
分
団
長　
　
岡　
田　
修　
三

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長　

乾　

善
亮
（
住
民
生
活
部

長
）▼
住
民
生
活
部
長　

植
村　

俊
彦（
住

民
生
活
部
福
祉
課
長
）
▼
会
計
管
理
者
兼

会
計
室
長　

西
川　

肇
（
教
育
委
員
会
事

務
局
総
務
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
福
祉
課
長　

本
庄　

德
光
（
税
務
課
長

補
佐
兼
課
税
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務

局
総
務
課
長　

山
𥔎　

善
之（
会
計
室
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
政
策
企
画
調
整

係
長　

松
岡　

洋
右
（
都
市
整
備
課
長
補

▼
環
境
対
策
課
衛
生
処
理
場
班
長　

吉
岡

　

嘉
規
（
環
境
対
策
課
衛
生
処
理
場
班
長

心
得
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
観
光
産

業
課
農
林
係
長　

巽　

昭
彦
（
建
設
課
総

務
管
理
係
長
）
▼
議
会
事
務
局
総
務
係
長

　

大
塚　

美
季（
税
務
課
総
務
徴
収
係
長
）

▼
上
水
道
課
工
務
給
水
第
一
係
長　

川

　

勝
己
（
上
水
道
課
工
務
給
水
係
長
兼
浄

水
係
長
）
▼
上
水
道
課
工
務
給
水
第
二
係

長　

田
中　

輝
樹
（
上
水
道
課
）
▼
上
水

道
課
浄
水
係
長　

扇
田　

一
弘
（
上
水
道

課
）

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
総
務
課　

稲
富　

愛
美（
一
般
事
務
職
）

▼
企
画
財
政
課　

萱
原　

由
真
（
一
般
事

務
職
）
▼
税
務
課　

木
戸　

貴
大
（
一
般

事
務
職
）
▼
健
康
対
策
課　

高
橋　

佐
帆

（
保
健
師
）
▼
建
設
課　

廣
瀬　

善
弘
（
土

木
技
術
職
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
観

光
産
業
課　

田
中　

翔
（
一
般
事
務
職
）

【
県
か
ら
相
互
派
遣
】

▼�
観
光
産
業
課　

西
川　

健
太
郎
（
奈
良

県
景
観
・
環
境
局
風
致
景
観
課
）

【
県
へ
相
互
派
遣
】

▼�

奈
良
県
総
務
部
行
政
経
営
課　

乾　

裕

貴
（
企
画
財
政
課
）

【
退
職
者
】（
平
成
25
年
３
月
31
日
付
）

▼
西
本　

喜
一
（
総
務
部
長
）

▼
野
𥔎　

一
也
（
会
計
管
理
者
）

▼�

森
田　

佳
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
課
長
補
佐
）

▼
片
岡　

敏
亮
（
総
務
課
）

▼
上
田　

梢
（
あ
わ
保
育
園
）

▼
曽
谷　

香
織
（
国
保
医
療
課
）

▼
磯
田　

由
香
（
国
保
医
療
課
）

▼�

山
本　

佳
次
（
農
業
委
員
会
事
務
局
兼

観
光
産
業
課
）

▼
松
岡　

惠
子
（
斑
鳩
小
学
校
）

▼�

山
𥔎　

素
己
（
中
央
体
育
館
）

【
県
か
ら
相
互
派
遣
終
了
者
】

▼
志
村　

英
之
（
企
画
財
政
課
）

〔
転
入
〕　
（　

）
内
は
旧
任
校

▼
斑
鳩
小
学
校
校
長　

芝
田　

勝
也
（
斑

鳩
東
小
学
校
教
頭
）
▼
斑
鳩
西
小
学
校
校

長　

川
村　

浩
嗣（
斑
鳩
西
小
学
校
教
頭
）

▼
斑
鳩
小
学
校
教
頭　

大
塚　

博
守
（
斑

鳩
小
学
校
教
諭
）
▼
斑
鳩
西
小
学
校
教
頭

　

小
島　

浩
士
（
川
西
小
学
校
教
諭
）
▼

斑
鳩
東
小
学
校
教
頭　

柴
田　

浩
司
（
斑

鳩
小
学
校
教
諭
）
▼
斑
鳩
中
学
校
教
頭　

佐
）
▼
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

　

福
居　

哲
也（
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

▼
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長　

真
弓　

啓
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▼
福
祉
課
長

補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長　

佐
谷　

容
子

（
議
会
事
務
局
総
務
係
長
）
▼
建
設
課
長

補
佐
兼
総
務
管
理
係
長　

猪
川　

恭
弘

（
建
設
課
長
補
佐
）
▼
建
設
課
長
補
佐
兼

建
設
係
長　

岡
村　

智
生
（
建
設
課
建
設

係
長
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
兼
観
光
産

業
課
長
補
佐　

手
塚　

仁
（
農
業
委
員
会

事
務
局
兼
観
光
産
業
課
農
林
係
長
）
▼
都

市
整
備
課
長
補
佐　

関
口　

修
（
観
光
産

業
課
長
補
佐
）

【
係
長
級
】

▼
企
画
財
政
課
文
化
広
報
統
計
係
長
（
政

策
企
画
調
整
係
長
の
兼
務
を
解
く
）
竹
山

　

潔
（
企
画
財
政
課
政
策
企
画
調
整
係
長

兼
文
化
広
報
統
計
係
長
）
▼
税
務
課
総
務

徴
収
係
長　

細
川　

友
希
（
福
祉
課
児
童

福
祉
係
長
）
▼
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長　

角
井　

幸
司
（
国
保
医
療
課
）
▼
福
祉
課

介
護
高
齢
福
祉
第
一
係
長　

上
山　

泰
史

（
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）
▼
た
つ
た
保

育
園
総
括
主
任
保
育
士
心
得　

井　

真

実
（
た
つ
た
保
育
園
主
任
保
育
士
）
▼
あ

わ
保
育
園
総
括
主
任
保
育
士
心
得　

小
畑

　

八
千
代
（
あ
わ
保
育
園
主
任
保
育
士
）

斑
鳩
町
立
学
校
人
事
異
動

平
成
25
年
４
月
１
日
付

人
事
異
動
（　
）
内
は
旧
役
職

平
成
25
年
４
月
１
日
付
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辰
巳　

喜
美
（
斑
鳩
南
中
学
校
教
諭
）

〔
転
出
〕

▼
安
堵
小
学
校
教
頭　

植
田　

国
男
（
斑

鳩
小
学
校
教
頭
）
▼
片
桐
中
学
校
教
頭　

前
川　

文
孝
（
斑
鳩
中
学
校
教
頭
）

〔
退
職
〕

▼
斑
鳩
小
学
校
校
長　

乾　

正
史

▼
斑
鳩
西
小
学
校
校
長　

熊
野　

惠
次

は
飛
び
込
み
の
勧
誘
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
消
費
者
か
ら
査
定
の
依
頼
を
受
け

た
場
合
で
も
、そ
れ
以
上
の
勧
誘
行
為
、

執
拗
な
勧
誘
も
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

②�

書
面
の
交
付
…
事
業
者
の
連
絡
先
、
購

入
価
格
、
引
き
渡
し
の
拒
絶
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
等
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
た
書
面
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

③�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
…
訪
問
販

売
と
同
様
に
「
訪
問
購
入
」
に
つ
い
て

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
②
の
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
間
は

無
条
件
で
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
自
動
車
、
本
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
他
一
部
除
外
品
が
あ
り
ま
す
。

④�

引
き
渡
し
の
拒
絶
…
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
期
間
中
は
、
物
品
の
引
き
渡
し
を

拒
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

貴
金
属
の
訪
問
購
入
に
ご
注
意
を

（
特
定
商
取
引
法
が
改
正
と
な
り
ま
し
た
）

《
相
談
内
容
》

　
「
古
着
を
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
り
、

衣
類
を
整
理
で
き
る
と
来
訪
し
て
も
ら
っ

た
。
業
者
の
男
性
は
用
意
し
て
お
い
た
も

の
は
ざ
っ
と
見
た
あ
と
、「
貴
金
属
は
な

い
か
」
と
聞
い
て
き
た
。「
な
い
」
と
答

え
た
が
、
居
す
わ
ら
れ
怖
か
っ
た
た
め
、

仕
方
な
く
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
4
点
を

見
せ
た
と
こ
ろ
、
２
千
円
で
買
い
取
り
を

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
業
者
に
「
返
し
て
ほ

し
い
」
と
２
日
後
に
連
絡
し
た
が
、「
す

で
に
手
元
に
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。
本
当

に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
の
か
。

《
助
言
内
容
》

•�
訪
問
し
た
業
者
に
貴
金
属
等
を
買
い
取

ら
れ
る
「
訪
問
購
入
」
に
関
す
る
被
害

が
多
発
し
、
後
日
返
品
を
求
め
て
も
、

事
例
の
よ
う
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

•�
そ
れ
ら
の
規
制
の
た
め
、
特
定
商
取
引

法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
25
年
2
月
21
日

か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

①�

不ふ

招し
ょ
う

請せ
い

勧
誘
の
禁
止
…
訪
問
購
入
で

困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
（
斑
鳩
町
）

毎
週
木
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

た
だ
し
、
第
４
木
曜
日
は
午
前
９
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

※
月
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
日
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
員　
田
中　

由
香
利

問
合
せ　
住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

現
在
の
相
談
員
の
連
絡
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員

•
須
川　

一
美

　

斑
鳩
町
法
隆
寺
２
丁
目
６
番
５
号

　

☎
０
７
４
５
�
４
０
３
６

•
山
崎　

忠

　

斑
鳩
町
法
隆
寺
１
丁
目
３
番
７
号

　

☎
０
７
４
５
�
２
３
７
３

•
奥
田　

博

　

斑
鳩
町
興
留
７
丁
目
３
番
11
号

　

☎
０
７
４
５
�
２
５
８
５

知
的
障
害
者
相
談
員

•
井
上　

一
夫

　

斑
鳩
町
龍
田
２
丁
目
１
番
36
号

　

☎
０
７
４
５
�
２
７
０
７

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
の
東
日
本
大
震
災
の
募

金
に
つ
い
て
は
、
受
付
期
間
が
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
引
き

続
き
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の

東
日
本
大
震
災
の

募
金
の
延
長
に
つ
い
て

平成25年３月末現在
の義援金の送金状況
●日本赤十字社
　奈良県支部あて
　13,379,313円

●岩手県大槌町あて
　5,182,656円

募金を
お願いします募金を
お願いします

5
月
の
納
税

○
軽
自
動
車
税

…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

納
期
限

5
月
31
日
㈮

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
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域の輪　つながるまちへ　また一歩
～ 斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館開館 ～

　地域コミュニティ活動の拠点施設となる、地域交

流館の第1号、「斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館」

が４月１日にオープンしました。これに先駆けて、

３月29日に竣工式がおこなわれ、テープカットの

あと、出席者により館内の見学がおこなわれました。

　地域交流館は、集会室や小会議室、和室、多目的

トイレなどを備えており、斑鳩町内の自治会や住民

団体であれば誰もが利用できる施設です。利用方法

等詳しくは３月号広報をご覧ください。

地

　男女共同参画社会推進グループ「いかるがＫＡＩＧＩ」のみなさんによる事業がおこなわれ約80人が参

加しました。

　講話では声楽家の岡村光玉さんが自らの脳梗塞との闘病体験について、「失語症を患ってからも、情熱と

目標を強く持って生きることで、オペラの唱法を応用した療法を独自に

考え出すなど、回復への道が開けた」と語り、カンツォーネの歌声も披

露されました。

　音楽会では、m.t.pallet の３人によるアンサンブルや、歌の会「虹」、

合唱団フィオーレ・イカルガーナのみなさんによるコーラスなど、それ

ぞれすばらしい演奏と歌声が会場に響き渡りました。すべての出演者に

よるセッションには、来場した人全員が加わり、コラボレーションを楽

しんでいました。

歌声と　生演奏が　春を呼ぶ
男女共同参画社会づくりセミナー　「みんなでコラボレーション (協働 )を楽しもう」

３ / ２３・いかるがホール

ズム良く　体動かせ　子どもたち
～ 子育て支援講座 ～

４ / ４・生き生きプラザ斑鳩

　赤ちゃんや子どもさんと一緒に音楽に合わせて

体を動かそうと、「ミュージック・ケア」と題して、

日本ミュージック・ケア協会　ミュージック・ケ

アワーカーの福井方子さんを講師に招き、和やか

な雰囲気のもとおこなわれました。

　鳴子やタンバリンなどの楽器だけでなく、ボー

ルやシャボン玉と音楽を組み合わせたユーモアあ

ふれるメニューで、子どもたちの笑顔でいっぱい

の講座となりました。

リ



　町内３公民館で活動する自主グループや教室生の１年

間の学びの発表として、今年も「公民館まつり」が中央

公民館でおこなわれました。

　会場は研修室などに展示された書や絵画、写真、生け

花等の作品に見入る人や、囲碁や将棋の真剣勝負に白熱する人、バザー

でたくさんの買い物をする人であふれ、大ホールでは、たくさんの観客

のみなさんの前で、踊ったり、歌ったりと1年間の練習の成果が披露さ

れ、舞台いっぱいに、大きな拍手が送られていました。

一 年の　努力の成果　ここにあり
～ 公民館まつり ～

３ / １５～１７・中央公民館
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　ヴァイオリンドクターの中澤宗幸さんらによる「ヴァイオリンプロ

ジェクト・千の音色でつなぐ絆」の一環として、ヴァイオリニストの

中澤きみ子さんによる奉納演奏会が法隆寺の西
にしむろ

室で厳かにおこなわれました。

　このプロジェクトは、東日本大震災の被災地のがれきの中で見つけた楓と松を使って製作した、ヴァイオ

リンの演奏を通して、被災者への鎮魂と励ましをすることで震災の風化を防ごうと取り組まれているそうです。

　演奏会では、「からたちの花」「荒城の月」「早春賦」の３曲が披露され、会場に響く被災地の楓と松で作っ

たヴァイオリンの音色が聴きに訪れたみなさんを魅了していました。

　演奏会後、中澤宗幸さんは「多くの

方への思いが音となり、歴史を刻むこ

ととなって、胸がいっぱいです。亡く

なられた方もこの音の中で生きている

と思います」と語られ、中澤きみ子さ

んは、「このヴァイオリンが日本中す

べての奏者に引き継がれることを願っ

ています」と話されていました。

被 災地の　楓と松の　音が響く
～ 東日本大震災復興祈念奉納演奏会 ～

３ / １１・法隆寺
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斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

平成24年度調査で出土した縄文土器
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平
成
24
年
度
実
施
の

　
　
　
　
　

調
査
速
報
展

　

春
季
企
画
展
で
は
、
昨
年
度
に
実
施
し

た
文
化
財
の
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果

を
出
土
品
や
写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
に
よ

っ
て
、
い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
斑
鳩
町
が
実
施
し
た
文
化
財

の
調
査
の
う
ち
、
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳

時
代
の
遺い

跡せ
き

で
あ
る
酒さ

け

ノの

免め
ん

北き
た

遺
跡
の
北

方
の
法
隆
寺
五
丁
地
区
地
域
交
流
館
の
建

設
に
伴
っ
て
実
施
し
た
調
査
や
、
龍た

つ

田た

城じ
ょ
う

跡あ
と

の
調
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発

掘
調
査
以
外
で
は
、
法
起
寺
の
北
西
方
向

の
丘き

ゅ
う
り
ょ
う陵
に
位
置
す
る
瓦か

わ
ら

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん
ぐ
ん群
に
つ
い

て
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
う
ち
の
法
隆
寺
五

丁
地
区
地
域
交
流
館
の
建
設
に
伴
っ
て
実

施
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

斑
鳩
町
で
は
珍
し
い
縄
文
土
器

の
出
土

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
川
に
よ
っ
て
堆
積

し
た
砂
の
地
層
か
ら
、
斑
鳩
町
で
は
あ
ま

り
出
土
し
て
い
な
い
、
表
面
に
文
様
の
あ

る
縄
文
土
器
の
破
片
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

縄
文
土
器
と
は
、
器
の
表
面
に
縄
目
文

様
が
施
さ
れ
た
土
器
の
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
な
土
器
が
使
用
さ
れ
た
時
代
を
縄
文
時

代
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
縄
文
時
代
は
今
か

ら
約
１
万
５
千
～
１
万
２
千
年
前
頃
に
は

じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
弥や

よ
い生

時

代
の
は
じ
ま
る
約
２
千
３
百
年
前
頃
ま
で

の
約
１
万
年
近
く
続
き
ま
し
た
。
全
国
で

有
名
な
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
は
、
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺
跡
（
青
森
県
）
や
大
森
貝か

い
づ
か塚
（
東
京

都
）
な
ど
が
あ
り
、
奈
良
県
内
で
は
、
橿

原
遺
跡
（
橿
原
市
）
や
宮み

や
た
き滝
遺
跡
（
吉
野

町
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
も
、
昭
和
12
（
１
９
３
７
）

年
に
西に

し
さ
と里
遺
跡
で
縄
文
土
器
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
の

発
掘
調
査
で
も
、
縄
文
土
器
の
破
片
が
出

土
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
出
土

し
た
縄
文
土
器
は
、
こ
れ
ま
で
出
土
し
た

も
の
に
比
べ
る
と
、
表
面
の
縄な

わ

目め

や
凹お

う

線せ
ん

の
文
様
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
破
片
で
あ

る
こ
と
か
ら
全
体
の
文
様
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
土
器
は
縄
文
時
代

後
期
頃
（
今
か
ら
約
４
０
０
０
年
前
～
約

３
０
０
０
年
前
頃
）
の
鉢は

ち

の
一
部
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
、
縄
文
土
器
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
調
査
地
付
近

に
縄
文
時
代
の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
可

能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

▲ 表面に文様のある縄
じょう

文
もん

土
ど き

器の破片

　今月号では、５月23日（木）
～６月25日（火）に開催いた
します平成25年度斑鳩文化
財センター春季企画展「斑鳩
の文化財展　―平成24年度
実施の調査成果展―」につい
てお話します。



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）

人類の宝、世界遺産を知ろう！

今年は、「法隆寺地域の仏教建造物」がユネスコの世界遺
産に登録されて20周年の節目の年にあたります。斑鳩町で
は、このことを記念し、ふるさとの魅力を再発見してもら
うべく、さまざまなイベント等を予定しており、本紙でも
紹介していきます。でも、そもそも世界遺産って何？

世界遺産登録
20周年記念特集1
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世界文化遺産とは？
　「世界の文化遺産及び自然
遺産の保護に関する条約」（世
界遺産条約）は、過去の文明
の手がかりを示す遺跡や、脅
威にさらされている動物が生
活する自然環境を保護し、次
の世代のために残すことを目
的に、1972年の第17回のユ
ネスコ（国際連合教育科学文
化機関）総会で採択されまし
た。この条約に基づいて、人
類にとってかけがえのない、
きわめて普遍的な価値を持つ
遺産として認められたものが
世界遺産です。
　世界遺産には、世界文化遺
産と世界自然遺産とがありま
す。世界文化遺産には、ピラ
ミッドや万里の長城、ピサの
斜塔、タージマハル、ベルサ
イユ宮殿、アユタヤ遺跡など
があります。また、世界自然
遺産には、グランドキャニオ
ンやガラパゴス諸島、グレー
トバリアリーフなどがありま
す。世界遺産条約の締結国数
は約190か国にのぼり、平成

24年７月現在で、合計962件
の登録がされています。
日本ではじめての登録
　日本は、1992年にこの世
界遺産条約を締結し、「法隆
寺地域の仏教建造物」が「姫
路城」とともに、日本ではじ
めての世界文化遺産として登
録されました。また、同年に
世界自然遺産として、「白神
山地」及び「屋久島」が登録
されました。その後も、文化
遺産として「古都奈良の文化

財」や「紀伊山地の霊場と参
詣道」、自然遺産として「知床」
や「小笠原諸島」などが登録
され、平成24年度末現在で
16件が登録されています。

カ
ー
ナ
ビ
を
狙
っ
た

　
車
上
狙
い
が
多
発
！

　

３
月
25
日（
月
）夜
間
か
ら
３
月
26
日

（
火
）早
朝
に
か
け
て
、
奈
良
市
内
で

カ
ー
ナ
ビ
を
狙
っ
た
窃
盗
の
被
害
が
12

件
発
生
す
る
な
ど
、
県
内
で
比
較
的
新

し
い
車
を
狙
っ
た
車
上
荒
ら
し
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
発
生
場
所
は
月
極
駐
車

場
な
ど
が
最
も
多
く
、
セ
ダ
ン
や
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
、
軽
自
動
車
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
車
種
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

●
車
に
盗
難
警
報
装
置
を
取
り
付
け
る
。

●�

「
カ
ー
ナ
ビ
盗
難
防
止
ネ
ジ
」
を
取

り
付
け
る

な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ー
ナ
ビ
盗
難
防
止
ネ
ジ
と
は
、

カ
ー
ナ
ビ
を
簡
単
に
工
具
で
取
り
外
す

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
専
用
工
具
で

取
り
付
け
る
特
殊
な
ネ
ジ
の
こ
と
で
、

カ
ー
用
品
店
等
で
ネ
ジ
を
販
売
、
取
り

付
け
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
ぬ
か
り
な
い

防
犯
対
策
で
、
大

切
な
愛
車
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▲ 法隆寺

◀
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

◀
万
里
の
長
城

◀
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル

◀
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡

◀
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

◀
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ

◀
姫
路
城

◀
屋
久
島

◀
知
床

photo by(c)Tomo.yun
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●
お
す
す
め
の
本
●

図
書
館
・
図
書
室
の
休
館
に
つ
い
て

　

町
立
図
書
館
・
各
公
民
館
図
書
室
は
、

６
月
13
日（
木
）か
ら
20
日（
木
）ま
で
の
間

男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.134
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校
長
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
「
弁
当
の
日
」。「
ご
は
ん
は

親
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
も
の
」
と
思
っ
て

い
た
小
学
５
・
６
年
生
が
は
じ
め
て
自
分

ひ
と
り
で
弁
当
を
作
り
ま
す
。

　
「
米
を
と
い
だ
ぞ
。」「
ひ
と
り
で
買
い

物
に
行
っ
た
ぞ
。」
と
回
を
重
ね
る
ご
と

に
で
き
る
こ
と
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
は

調
理
の
腕
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
親
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
き
、
弁
当
の
「
向

こ
う
側
」
で
た
く
さ
ん
の
大
人
が
働
い
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

竹
下
和
男
著　

講
談
社

『
弁
当
づ
く
り
で
身
に
つ
く
力
』

　自分自身の生き方に関する悩
み、人間関係に関する悩み、夫
のこと、夫婦の関係、夫（恋人）
の暴力、別居、離婚に関する悩
み、子どもや子育てに関する悩
み、家族のこと、親子関係など
の悩み、性暴力、セクシャル・
ハラスメントなどの性的な被

害、職場や仕事に関する悩みな
ど、女性をとりまく悩みはさま
ざまです。
　斑鳩町では、さまざまな女性
の悩みにお応えするため、専門
のカウンセラーが相談員の立場
でともに考え、あなたの新しい
第一歩を踏み出すお手伝いをす
る「女性のための相談」をおこ
なっています。自分ひとりで何

とかしようと思うと悩みが重く
のしかかってきます。「どうし
よう」と思ったら、一度カウン
セラーに話してみましょう。絡
み合っていた悩みも話すことで
整理され、解決の糸口も見つけ
られたりします。
　困ったなと思ったら、ひとり
で悩まずにどんなことでも気軽
に相談してください。

女性のための相談
　女性がかかえるさまざまな悩みなどの相談を面接や電話でお受けしています。
　一人で悩まないで話してみませんか。
　専門の女性カウンセラーが心の整理のお手伝いをします。
　まずは、お電話でご予約ください。
日時　毎月第２金曜日　９：30～12：30
　　　毎月第４金曜日　13：00～16：00　　※１人50分程度
相談料　無料
相談場所　斑鳩町役場内会議室（電話相談もできます）
　　　　　※予約制。事前に☎0745−75−9269（予約専用電話）にお電話ください。
　　　　　※月により相談日が変わるときがあります。「まちの情報」のページを確認してください。

「どうしよう」
　　と思ったら
「女性のための
　　　相談」へ…

「どうしよう」
　　と思ったら
「女性のための
　　　相談」へ…

「どうしよう」
　　と思ったら
「女性のための
　　　相談」へ…

がまんせずに
話してみませんか？

　日々の生活のなかで、いろいろな悩みは起こります。苦しい思い
をしていませんか？
　「どうしよう」「つらい」「困った」と思ったら、ためらわず「女
性のための相談」を利用してください。



パゴちゃんのカバンには、いつもマイバッグとマイ
ボトルが入っているよ。ひとりの行動は小さいけど、
みんなで行動すれば大きな力になるんだ。
できることから一緒にはじめよう。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

「
図
書
の
特
別
整
理
」
の
た
め
休
館
し
ま

す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
５
月
30
日（
木
）

か
ら
６
月
12
日（
水
）ま
で
の
間
、
12
冊
４

週
間
の
貸
出
を
お
こ
な
い
ま
す
。

「
親
子
で
あ
そ
ぼ
・
春
」

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
絵
本
や
わ

ら
べ
う
た
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
第
１
回　

５
月
23
日（
木
）

　
　
　

第
２
回　

６
月
６
日（
木
）

　

２
・３
歳
（
午
前
10
時
～
10
時
40
分
）

　

０
・１
歳
（
午
前
11
時
～
11
時
30
分
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
和
室

対
象　
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

　

�（
０
・
１
歳
、
２
・
３
歳
そ
れ
ぞ
れ
15
組
。

先
着
順
）

講
師　
平
井
冨
久
子
氏（
か
し
の
木
文
庫
）

申�

込　
５
月
16
日（
木
）ま
で
に
、は
が
き
・

電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ま
の
名
前
・

年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

m
ailm
aster@

libraryikaruga.jp

︱ 

今
月
の
お
は
な
し
会 

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
５
月
８
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

日
時　
５
月
18
日（
土
）
午
後
３
時
～

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
５
月
７
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
５
月
７
日（
火
）
午
前
11
時
～

マイバッグ・マイボトルを持ち歩こう
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●�楽しく無駄なくエコ生活を！
　地球温暖化をとめるには、新しい
技術力や製品開発も大切ですが、も
っと大切なのは、それらを使う私た
ち一人ひとりの行動です。エネルギ
ー消費量の少ない製品を購入して
も、エネルギーを無駄にする使い方
を繰り返しては、せっかくの省エネ
技術も無駄になってしまいます。
　楽しく無駄なくエコな生活スタイ
ルを。まずは、簡単なマイバッグ・
マイボトルから始めてみませんか。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

３月

２月

１月

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

3月の生ごみたい肥化量18,245㎏
　可燃ごみの6.9％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数2,856世帯（3月末）

● 斑鳩町のマイバッグ持参率は45％
（平成25年３月調査）

★調査員の声
　調査を始めた平成18年はマイバッグの持参率が19％でし
た。みなさんの意識の向上により、現在では２人に１人がマイ
バッグを持参しています。調査をしていると、「マイバッグ、ちゃ
んと持って来ているよ。」と声をかけてくれる人もいて、嬉し
いです。マイバッグがあたりまえになる日は近いですね！
★マイバッグの持参で…
　１世帯年間約58㎏（年間排出量の1.1％）のCO2 削減に

毎月10日と20日は陶器回収の日〈５月の陶器等回収日〉
　５月10日（金）・５月20日（月）
役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前２-８- ９）（午前８時30分～午後３時30分）
※�衛生処理場のみ、５月11日（土）、５月２６日（日）も受け付け
します。

ごみの分け方出し方は斑鳩町役場ホームページで紹介しています。
http：www.town.ikaruga.nara.jp
（トップページ⇒くらしの情報⇒ごみの分け方・出し方）

未来が変わる。
日本が変える。

◀�マイバッグ持参率調査の
ようす
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　第一地所自治会では、防犯パトロール隊を結成され、徘徊老人研修
や行方不明者捜索訓練、西和地区防犯パトロール養成講座などさまざ
まな訓練や研修に取り組んでおられます。
　嶋本自治会長は、高齢者をねらった訪問販売員に対し、自治会内に
設置された「チャレンジ絆」ののぼり旗を見せて、「この地域は防犯
意識の高いところだから、訪問販売に行くと間違われて警察に通報さ
れるよ」と言って追い払った話など、防犯パトロールによって地域の
絆を強めている事例を説明されました。
　また、自主防災にも取り組まれ、自分で書き込んで完成する「未完
成　我が家の防災マニュアル」を作成された話や自治会加入誘引チラシの作成など、子ども
と高齢者にやさしい自治会をモットーに自治会活動をおこなっていることを話されました。

第一地所自治会

　総務課（☎内線271）

　平成25年２月16日、生き生きプラザ斑鳩にて、自治会連合会懇談会がおこなわれました。この
懇談会は、他の自治会役員との交流を図り、情報交換をおこなうことによって、自治会の活性化に
つなげようと自治会連合会の事業として開催されているもので、本年は、第一地所自治会と目安自
治会の活動事例が紹介されました。
　また、当日は67自治会から総勢92人が参加され、事例報告のあと交流を深められました。

　目安自治会では、消防訓練や大とんど等さまざまな自治会活動に取
り組んでおられます。
　「自治会にはいろいろな組織があるが、活動はマンネリ化していな
いか」「自治会や町の取り組みをどのようにしてお知らせするか」な
どの課題を解決するための取り組みとして、回覧やチラシを見てもら
うために、イラストやカラーの印刷を活用し、さまざまな表現を工夫
されています。田嶋自治会長は、「まずは見てもらい、そして、自治
会活動に関心をもってもらうことが必要です」と話されていました。
　また、目安自治会では、自主防災組織を設立され、斑鳩町自主防災
組織設立補助金の申請の第１号となられましたが、「出前講座の開催や自主防災啓発講話への
参加など、自治会員に関心を持っていただくことからはじめ、その取り組みの結果、自治会
員の意識も高まり、自主防災組織の設立につながったという経験から、何ごとにおいても、
自治会員の意識付けが重要であると感じました。」とも話されていました。

目安自治会

　自治会は、地域の人たちが集い、話し合い、協力し合うことによって、よりよい地域づくり
をめざす団体で、地域の清掃活動、防犯灯やごみステーションの管理、地域での親睦活動や防
災訓練、防犯パトロールなど、さまざまな活動を行っています。災害時の対応などコミュニティ
の重要性が新聞などで報道されていますが、日頃から自治会活動等を通して隣近所と交流する
機会を持ちましょう。

▲ 嶋本自治会長

▲ 田嶋自治会長

自治会で地域の絆を深めましょう
自治会連合会懇談会報告
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健康診査を受けましょう

●特定健診の集団健診も実施しています
　国民健康保険の特定健診は、県内の各医療機関で受けていただく個別健診のほか、受診率の向上のために、
今年度も下記の日程で集団健診を実施することとしました。
　　◎実施定員　　各回６０人
　　◎申込方法　　６月３日から、役場国保医療課の窓口もしくは電話にて、先着順で受付します。
　　　　　　　　　各回申し込み人数が定員になり次第締め切らせていただきます。
　　◎実施場所　　生き生きプラザ斑鳩

【国民健康保険特定健康診査について】
　特定健康診査を次のとおり実施します。対象となる人には、特定健康診査の受診の際に必要となる受診券
を５月下旬に送付します。
　特定健康診査は、メタボリックシンドロームに着目し、その要因となった生活習慣の改善を目的としてい
ます。また、特定保健指導は、特定健康診査の結果に応じて「積極的支援」「動機づけ支援」に階層化し、
それぞれの階層に応じた健康増進のための継続的な支援等を受けることができます。生活習慣を見直し、しっ
かりと自己の健康管理をおこなっていただくためにも、すすんで特定健康診査を受けましょう。
　対 象 者　　原則として40歳以上75歳未満の国民健康保険加入者
　受診期限　　平成26年３月31日まで

【後期高齢者健康診査について】
　平成25年度の後期高齢者健康診査を実施します。対象となる人には、その健康診査の受診の際に必要とな
る受診券を５月下旬に送付します。後期高齢者健康診査は、生活習慣病の早期発見により、適切に医療を受
け、重症化を予防することを目的としています。
　対 象 者　　75歳以上（65歳以上の障害認定を受けている人を含みます）の後期高齢者医療制度加入者
　受診期限　　平成26年１月31日まで

※�健康診査を受けるには、受診券が必要です。国民健康保険と後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入し
ている人は、ご加入の保険者にご確認ください。また、次に該当する40歳以上の人は、町内の委託医療機
関による受診となりますので、保健センター（☎0745－70－0001）で受診券発行の手続きが必要です。

•年度途中に加入健康保険が国民健康保険へ替わった人　•生活保護を受給している人

考えてみましょう　正しい医療のかかり方
　同じ病気で複数の病院に通ったり、必要以上に薬をもらったりしていませんか。重複受診は、家計の無駄
づかいになるばかりでなく、薬の重複は、身体に悪影響を及ぼす場合があります。また、医療費の増加は、
加入されている健康保険の保険料の増加につながります。
●不要不急の受診は避けましょう
　休日や夜間の受診は、割増料金がかかり、家計や医療費の増加につながります。診察は、なるべく診療時
間内に受けましょう。
●かかりつけ医を持ちましょう
　かかりつけ医を持つことは、病気の治療だけでなく、予防も含めた健康管理のためにも大切です。これま
での病歴などを把握したうえで診察してもらえますので、余分な検査を受けないで済み、必要な場合は、専
門医や病院を紹介してもらえます。

実　施　日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項
６月18日（火） 各回

8：30～
10：00

国民健康保険の被保
険者で40歳以上75
歳未満の人

受診日には、
○国民健康保険の被保険者証
○特定健康診査の受診券をご持参ください。

７月26日（金）
９月18日（水）

問合せ　国保医療課（☎内線114、115、116）

※上記の日程で、大腸がん検診、前立腺がん検診も同時に受けることができます。



主な連絡先
斑鳩町役場
	 0745-74-1001
上水道課
	 0745-74-1401
下水道課
	 0745-74-2406
町立図書館
	 0745-75-7733
中央公民館
	 0745-74-1511
東公民館
	 0745-74-4122
西公民館
	 0745-75-3911
中央体育館
	 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 0745-70-1000
保健センター
	 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 0745-74-0990
衛生処理場
	 0745-74-2371
西老人憩の家
	 0745-74-1517
東老人憩の家
	 0745-74-5050
三室休日診療所
	 0745-74-4100
いかるがホール
	 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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特
別
委
員
会

　
　

11
日（
火
）
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

13
日（
木
）
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

14
日（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

　
　

17
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　

20
日（
木
）
本
会
議
最
終
日

　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
表
決
）

※�

開
会
時
間
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
日
程
、
時
間
は
一
部
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
春
季
企
画
展

「
斑
鳩
の
文
化
財
展

―
 

平
成
24
年
度
実
施
の
調
査
成
果
展 ―

」

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
や

測
量
調
査
等
の
文
化
財
関
係
の
調
査
成
果

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
５
月
23
日（
木
）～
６
月
25
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
休
館
）

　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

展
示
室

観
覧
料　
無
料

行
政
相
談
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
𠮷　
川　
裕　
子
（
再
任
）

　
浅　
野　
恭　
世
（
再
任
）

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
の
お
礼　
　
　
　
（
敬
称
略
）

大
阪
ガ
ス
（
株
）

　
歯
磨
き
指
導
顎
模
型　
永
久
歯

　
歯
間
ブ
ラ
シ
等
一
式　
外
４
点

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
５
月
臨
時
会
お
よ
び

６
月
定
例
会
の
日
程

議
会
事
務
局
（
☎
内
線
３
０
２
）

　

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

議
場
は
役
場
３
階
で
す
。

５
月
９
日（
木
）
臨
時
議
会

６
月
３
日（
月
）
本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、
提
案
説
明
、
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

６
日（
木
）
一
般
質
問

　
　

７
日（
金
）
一
般
質
問

　
　

10
日（
月
）
水
道
決
算
審
査

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 14日㈫、21日㈫、28日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
23日㈭ 9:00～12:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

2日㈭、9日㈭、16日㈭、30日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 8日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 7日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

℡  0744-44-2055
℻0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
10日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3024日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 18日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
催　
し 

●

● 

議　
会 

●

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

5月の相談
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町
立
図
書
館　
聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室

「
斑
鳩
の
記
憶
」
ア
ー
カ
イ
ブ
化
事
業

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
道
」

～
道
の
写
真
か
ら
、
斑
鳩
の
む
か
し
を

　
　
　
　
　
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

　

聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室
で
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
が
所
蔵
す
る
古
い
写
真
や
映
像

を
収
集
・
整
理
・
公
開
す
る
方
法
を
調
査

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
斑
鳩
の

「
道
」
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
で

撮
影
さ
れ
た
古
い
写
真
を
集
め
ま
す
。
こ

れ
ら
の
古
い
写
真
を
み
な
が
ら
、
写
真
に

写
り
込
ん
で
い
る
建
物
や
自
然
な
ど
に
関

す
る
み
な
さ
ん
の
持
つ
情
報
、
記
憶
を
数

珠
つ
な
ぎ
に
し
て
、
斑
鳩
の
文
化
的
風
景

を
再
構
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
写
真
の
募
集
】

　

今
回
募
集
す
る
写
真
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

斑
鳩
の
「
道
」
が
写
っ
て
い
る
昔
の
写

真
。
戦
前
か
ら
１
９
７
０
年
代
ま
で
に
撮

影
し
た
も
の
。
１
人
10
点
ま
で
。

応
募
期
間　
５
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
６
月
10
日（
月
）

※�

応
募
者
は
、
６
月
30
日（
日
）開
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
い
た
だ
け
る

こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。

応�

募
方
法　
町
立
図
書
館
、
歴
史
資
料
室

に
て
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
５
月
１

日
か
ら
配
布
）
に
写
真
の
テ
ー
マ
、
撮

影
場
所
、
撮
影
年
を
書
き
、
町
立
図
書

館
聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室
に
持
参
く
だ

さ
い
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

日
時　
６
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修
室
１

定�

員　
15
人
（
斑
鳩
の
昔
の
写
真
を
持
っ

て
い
る
人
も
し
く
は
こ
の
事
業
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
人
）

応
募
期
間　
５
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
６
月
10
日（
月
）

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　
町
立
図
書
館

　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
７
７
３
３
）

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

m
ailm

aster@
libraryikaruga.jp

「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い

メ
モ
リ
ア
ル
ベ
ン
チ
」の
募
集

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

　
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ
リ
ア
ル
ベ

ン
チ
」
は
、
結
婚
や
子
ど
も
の
誕
生
、
定

年
、
金
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
や
、
企
業

や
団
体
等
の
記
念
行
事
な
ど
の
時
に
寄
附

金
を
受
け
付
け
、
寄
附
者
の
氏
名
や
思
い

出
な
ど
を
つ
づ
っ
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
付

け
た
メ
モ
リ
ア
ル
ベ
ン
チ
を
施
設
や
公

園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
に
設

置
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
充
実
お
よ
び
管
理
経
費
の
縮

減
に
つ
な
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
公
共
施
設
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

寄
附
金
の
単
位

　

ベ
ン
チ
１
基　

10
万
円

申�

込
方
法　
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ

リ
ア
ル
ベ
ン
チ
寄
附
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
企
画
財
政
課
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�
設
置
対
象
施
設
お
よ
び
募
集
数
、
ベ
ン

チ
・
記
念
プ
レ
ー
ト
の
仕
様
等
そ
の
他

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.tow
n.ikaruga.

nara.jp

）
か
企
画
財
政
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

募　
集 

●

龍田街道：1966（昭和41年）
撮影：市村善夫さん
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
参
加
者
募
集

【
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
】

―
ス
カ
ウ
ト
活
動
ち
ょ
こ
っ
と
体
験―

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
生
駒
第
５
団

（
☎
０
９
０―

３
２
７
１―

９
６
１
２　

川
口
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
ス
カ
ウ
ト
活
動
ち
ょ

こ
っ
と
体
験
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
５
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場�

所　
東
洋
シ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
場
（
東
洋

シ
ー
ル
工
業
本
社
工
場
北
側
）

対�

象　
年
長
～
小
学
２
年
（
ビ
ー
バ
ー
ス

カ
ウ
ト
）、
小
学
３
年
～
５
年
（
カ
ブ

ス
カ
ウ
ト
）、
小
学
６
年
～
（
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
）

第
33
回
斑
鳩
町
商
工
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

�

斑
鳩
町
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局（
斑
鳩
町
商
工
会　

青
年
部
事
務
局
）

　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
・

　
　

受
付　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

今
年
も
７
月
27
日（
土
）に
、
斑
鳩
町
商

工
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
実
行
委
員

会
で
は
、
こ
の
ま
つ
り
に
お
け
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
日
時　
７
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

出
店
場
所　
斑
鳩
南
中
学
校

　
　
　
　
（
斑
鳩
町
目
安
北
３―

１―

77
）

出�

店
形
態
・
出
店
料
金　
準
備
清
掃
時
間

を
含
め
た
時
間
内
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
場
所
を
提
供
。
１
区
画
に
つ
き
間

口
約
2.0
ｍ
×
奥
行
約
2.0
ｍ
（
予
定
）
で

１
，
５
０
０
円

募
集
出
店
数　
20

出�

店
資
格　
20
歳
以
上
で
身
分
証
明
の
で

き
る
人
。
ま
た
、
個
人
出
店
の
み
受
け

付
け
ま
す
が
、
斑
鳩
町
内
に
お
い
て
、

起
業
を
お
考
え
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
店

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
出
店
に
つ

い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
２
）

　

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
電
気
柵
等
の
資
材
費

及
び
設
置
費
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件

①�

本
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
ま
た
は
所
在
す
る
農
業
団
体
（
２
戸

以
上
の
農
業
者
で
組
織
す
る
任
意
の
団

体
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

②�

本
町
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る

被
害
を
受
け
、
若
し
く
は
被
害
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
。

対�

象
事
業　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ

る
被
害
か
ら
防
止
す
る
た
め
、
農
地
及

び
竹
林
に
電
気
柵
そ
の
他
の
防
護
柵
を

設
置
す
る
事
業

補
助
率

　

電
気
柵
そ
の
他
防
護
柵
等
の
資
材
費
及

び
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
は
10
万
円
と
す
る
。）

※�

詳
し
く
は
観
光
産
業
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

地
区
別
男
子
・
女
子

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

【
男
子
】
６
月
２
日（
日
）・
９
日（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

予
備
日　

６
月
16
日（
日
）

【
女
子
】
６
月
２
日（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

予
備
日　

６
月
９
日（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資�

格　
町
在
住
の
人
【
男
子
】
高
校
生
以

上
【
女
子
】
中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成　
10
～
15
人
（
監
督
含
む
）

※�
年
齢
制
限
【
男
子
】
45
歳
以
上
１
人
、

30
歳
～
44
歳
３
人
、
制
限
無
５
人
（
常

時
９
人
以
上
出
場
の
こ
と
）【
女
子
】

学
生
の
常
時
出
場
３
人
以
内

申�

込　
【
男
子
・
女
子
】
５
月
13
日（
月
）

～
５
月
27
日（
月
）

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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マ
マ
さ
ん
・
パ
パ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
６
月
２
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

チ
ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
15
人
以
内

　
　
　
　
　
　
（
個
人
参
加
も
で
き
ま
す
）

※�

パ
パ
さ
ん
の
参
加
は
１
チ
ー
ム
３
人
以

内
。

申
込　
５
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時　
６
月
２
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

資
格　
町
在
住
在
勤
（
中
学
生
以
上
）

試�

合
方
法　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
（
男
女
別
）

費
用　
ゲ
ー
ム
費
等　

１
，
５
０
０
円

　
　
　

靴
代
３
０
０
円

申
込　
５
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
２
）

　

計
量
器
は
、
製
造
時
の
検
査
に
合
格
し

た
正
確
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
に
優
れ
た
計
量
器
で
も
当
初
の
構

造
や
精
度
を
長
く
保
ち
続
け
る
の
は
困
難

で
、
誤
差
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
計
量
器
で
は
、
公
正
な
取
引
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
計
量
法
で
は
、
商

店
・
ス
ー
パ
ー
・
生
産
農
家
・
調
剤
薬
局

な
ど
で
物
品
の
売
買
等
取
引
に
使
用
さ
れ

る
計
量
器
の
使
用
者
に
対
し
て
、
２
年
に

１
回
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
・
診
療
所
・
学
校
等
の
健

康
診
断
に
使
用
さ
れ
る
体
重
計
は
証
明
に

お
け
る
計
量
器
に
該
当
し
、
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

奈
良
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
定
期
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
最
寄
り
の
場
所
で
、
受
検
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　
５
月
10
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
斑
鳩
町
中
央
体
育
館

手
数
料　
１
台
に
つ
き
２
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
，
２
０
０
円

※�

受
検
に
際
し
て
計
量
器
の
種
類
、
能
力

に
応
じ
た
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

抽
選　
【
男
子
】
５
月
30
日（
木
）

　
�

午
後
７
時
30
分
～
中
央
体
育
館
で
お
こ

な
い
ま
す
。

　
【
女
子
】
当
日
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

地
区
別
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
時　
６
月
２
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資�

格　
町
在
住
の
13
歳
以
上
の
人
（
男
女

問
わ
ず
）

チ�

ー
ム
編
成　
４
～
７
人
（
監
督
は
選
手

を
兼
ね
て
も
可
）
個
人
参
加
可
。

申
込　
５
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

※�

チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
ま

た
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
ま
す
。

剣
道
錬
成
大
会

日
時　
６
月
２
日（
日
）午
前
９
時
20
分
～

場
所　
中
央
体
育
館

資�

格　
小
学
生
以
上
の
町
内
剣
道
愛
好
者

で
防
具
を
つ
け
て
試
合
の
で
き
る
人

試�

合
方
法　

個
人
戦　

組
み
合
わ
せ
は
、

当
日
、
会
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

申
込　
５
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

※
試
合
終
了
後
、
合
同
稽
古
会
を
実
施



202013.5.  広報 

65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

の
非
自
発
的
失
業
者
の
所
得

軽
減
に
つ
い
て

　
　
　

国
保
医
療
課

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
４
・
１
１
６
）

　

65
歳
未
満
で
要
件
を
満
た
す
非
自
発
的

失
業
者
（
リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
に
よ

る
離
職
者
）
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
失

業
時
か
ら
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
前

年
度
所
得
の
う
ち
給
与
所
得
の
み
を

１
０
０
分
の
30
と
し
て
計
算
し
、
保
険
税

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
世

帯
に
属
す
る
そ
の
ほ
か
の
被
保
険
者
の
所

得
に
つ
い
て
は
、
軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

離
職
理
由
が
、
特
定
受
給
資
格
者
お
よ
び

特
定
理
由
離
職
者
に
限
り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

欄
コ
ー
ド
が
次
の
場
合
の
人
、

（
特
定
受
給
資
格
者
）

　
　
　
　

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

（
特
定
理
由
離
職
者
）

　
　
　
　

23
、
33
、
34

に
該
当
す
る
人
の
み
が
軽
減
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
必
ず
、
印

か
ん
と
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参

し
て
窓
口
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
無
い
人

は
、
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）の

申
請
先
が
県
か
ら
町
に
か
わ
り
ま
し
た

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
の
申
請

等
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
窓
口
が
奈
良

県
か
ら
各
市
町
村
に
か
わ
り
ま
し
た
。

　

育
成
医
療
は
、
身
体
障
害
児
や
、
疾
患

等
が
将
来
的
に
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ

る
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
障
害
（
疾
患
等
）
の
程
度
を
軽
く

し
た
り
、
取
り
除
い
た
り
、
障
害
の
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
た
め
に
、
指
定
医
療

機
関
で
受
け
た
治
療
や
手
術
の
た
め
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
自
己
負
担
額
は
世
帯
の
課
税

状
況
で
決
定
さ
れ
、
育
成
医
療
を
利
用
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

県
立
西
和
養
護
学
校
の

教
育
相
談
・
体
験
学
習

　
　
　

県
立
西
和
養
護
学
校

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
１
１
１
）

　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
に
お
い
て
、

障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
の
保
護
者

を
対
象
に
就
学
相
談
や
教
育
相
談
並
び
に

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

※�

教
育
相
談
に
は
随
時
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
体
験
学
習
の
日
程
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

県
立
奈
良
養
護
学
校
の
教
育
相
談

お
よ
び
学
校
見
学
会
の
ご
案
内

　
　
　
県
立
奈
良
養
護
学
校

　
　
　
　

奈
良
市
七
条
町
１
３
５
番
地

　
（
☎
０
７
４
２
㉞
２
６
７
１
）

【
教
育
相
談
】

内�

容　
肢
体
不
自
由
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
就
学
・
入
学
・
転
学
に
関
す
る
こ
と
。

教
育
上
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。健
康
、

自
立
活
動
、
進
路
指
導
、
交
流
お
よ
び

共
同
学
習
、
特
別
支
援
教
育
等
・
日
常

生
活
の
動
作
・
福
祉
機
器
・
支
援
方
法
・

教
育
内
容
等

相�
談
日　
事
前
連
絡
の
う
え
相
談
に
応
じ

ま
す
。

【
学
校
見
学
会
】

日
時　
６
月
19
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対�

象　

肢
体
不
自
由
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、生
徒
の
保
護
者
お
よ
び
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
担
当
者
、
障
害
児
（
者
）
施
設

の
関
係
職
員

※�

そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
直

接
県
立
奈
良
養
護
学
校
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

５月５日～５月11日
児童福祉週間です

　少子化の進行や児童虐待の増加など、児童
を取り巻く環境は大きく変化しています。夢
や希望を持ちながら子育てが
できる環境と健やかな子ども
たちの成長を、家庭や地域全
体で考えましょう。

「君がいる　ただそれだけで　うれしいよ」
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定
期
監
査
の
結
果

　

平
成
24
年
12
月
末
日
に
お
け
る
財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
と
経
営
に
か
か
る
事

業
の
管
理
に
つ
い
て
定
期
監
査
が
お
こ
な

わ
れ
、

巳
忠
次
・
中
川
靖
広
両
監
査
委

員
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
等

　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
各
課
等
の
予
算

に
か
か
る
財
務
事
務
、
及
び
水
道
事
業
に

か
か
る
経
営
は
適
正
に
執
行
さ
れ
、帳
票
、

証
憑
の
管
理
も
内
部
牽
制
が
良
好
に
働
い

て
お
り
、
各
会
計
数
値
と
も
正
確
に
記
帳

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
財
産
の
管
理
も
概
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
報
告
に
添
え
る
意
見

１
．
施
設
の
増
加
に
伴
う
受
益
者
負
担

　

財
政
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
自
由
が
保

障
さ
れ
て
い
る
資
本
主
義
社
会
に
お
い

て
、
自
由
競
争
に
な
じ
ま
な
い
社
会
全
体

の
利
益
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
補
完
事

業
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
防
衛
、
治
安
、
防
災
、
河

川
、
道
路
、
教
育
、
環
境
、
社
会
保
障
、

産
業
振
興
等
々
、
多
方
面
に
及
ぶ
。

　

と
こ
ろ
が
経
済
成
長
の
恩
恵
で
、
国
民

生
活
の
レ
ベ
ル
が
上
る
に
し
た
が
っ
て
、

伝
統
的
と
も
云
う
べ
き
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

事
業
を
超
え
て
国
民
、
住
民
の
要
求
は
更

に
増
加
し
続
け
、
今
日
で
は
か
な
り
の
種

類
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
国
民
は
そ
れ
を

享
受
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。

　

財
政
規
模
も
拡
大
す
る
一
方
で
そ
れ
な

り
に
税
収
も
あ
り
、
そ
う
し
た
新
規
事
業

の
経
費
も
賄
え
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
20
年
は
、
そ
れ
迄
の
常
識
を

一
変
さ
せ
、
む
し
ろ
サ
ー
ビ
ス
の
量
を
減

じ
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
財
政
事
情
を

呈
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
景
気
補

正
手
段
と
し
て
相
次
い
で
財
政
出
動
が
繰

り
返
さ
れ
、
全
国
何
処
に
行
っ
て
も
見
事

な
ホ
ー
ル
、
集
会
場
の
ハ
コ
モ
ノ
ば
か
り

の
光
景
が
見
ら
れ
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
同
様
の
事
業
は
行
わ

れ
て
き
た
が
、
当
初
の
設
置
費
用
は
国
の

負
担
も
あ
り
、
か
つ
一
回
キ
リ
の
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
経
年
に
よ
り
修
理
費
も

か
さ
み
、
何
よ
り
も
管
理
職
員
の
配
置
や

光
熱
水
費
以
下
の
維
持
費
も
も
の
に
よ
っ

て
は
バ
カ
に
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
又
、
新
規
の
集
会
所
が
建
設
さ

れ
る
。
勿
論
そ
れ
な
り
の
利
用
を
見
込
ん

で
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
有
効
性
を

否
定
す
る
も
の
で
な
い
。

　

民
間
経
済
に
対
し
て
公
の
経
済
と
呼
ば

れ
る
財
政
は
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
伝
統

的
事
業
以
外
の
事
業
量
の
増
加
に
伴
い
、

徐
々
に
利
用
者
に
受
益
者
負
担
が
あ
っ
て

や
む
を
得
な
い
も
の
も
入
っ
て
き
て
い

る
。
特
に
民
間
と
競
合
す
る
よ
う
な
施
設

等
で
は
、
民
業
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
コ

ス
ト
以
上
の
競
争
価
格
を
利
用
料
等
と
し

て
収
受
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
は
サ
ー
ビ

ス
種
類
の
内
容
に
よ
り
、
維
持
コ
ス
ト
、

再
建
費
用
の
一
部
等
を
合
理
的
に
算
定
し

収
受
し
て
ゆ
く
視
点
も
事
業
の
性
質
に
よ

り
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

２
．
有
効
性
を
よ
り
高
く

　

当
町
は
文
化
、
観
光
の
町
で
あ
る
が
、

同
時
に
自
然
を
残
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
農
業
の
町
で
も
あ
る
。

　

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
は
、
財
政
援
助

団
体
へ
の
補
助
も
含
め
種
々
予
算
が
毎
年

講
じ
ら
れ
て
い
て
、
農
道
整
備
、
水
路
改

修
等
の
基
盤
整
備
は
連
年
継
続
さ
れ
て
き

て
お
り
、
又
、
情
報
収
集
目
的
で
の
先
進

地
視
察
も
農
業
委
員
会
、
農
業
関
係
団
体

を
通
じ
て
ほ
ぼ
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
や
水
稲
栽
培
は
零
細
農
家
で
は
と
て

も
業
と
し
て
採
算
に
乗
ら
ず
、
自
家
消
費

目
的
の
保
有
米
栽
培
農
家
も
多
い
。
農
業

設
備
改
良
へ
の
投
資
は
そ
う
し
た
面
か
ら

は
経
済
面
で
所
得
増
加
に
繋
が
る
と
も
思

え
ず
、
現
状
の
農
作
業
が
少
し
改
善
さ
れ

る
程
度
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
農
業
を

ど
う
す
る
か
は
国
を
挙
げ
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
特
に
後
継
者
不
足
問
題

は
深
刻
で
あ
る
。
農
業
は
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
仮
に
10
年
後
を
予
測
し
た

時
ど
れ
程
の
農
家
が
残
れ
る
の
か
事
態
は

急
ぐ
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

視
察
参
加
者
の
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
も
現

状
の
農
家
経
営
の
あ
り
方
に
有
効
な
面
は

な
い
こ
と
も
な
い
が
、対
象
地
域
の
環
境
、

背
景
の
事
情
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
施
策

に
採
り
上
げ
ら
れ
な
い
、
参
考
に
あ
ま
り

な
ら
な
い
等
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。

　

農
業
関
係
予
算
を
た
だ
単
に
施
設
整
備

に
偏
る
こ
と
な
く
、
標
準
的
農
家
が
経
営

と
し
て
成
り
立
つ
作
物
栽
培
や
販
売
方
式

の
研
究
を
推
し
進
め
、
当
町
地
域
農
家
の

置
か
れ
て
い
る
与
件
で
地
産
地
消
ウ
エ
イ

ト
の
高
い
農
業
へ
脱
皮
方
途
を
調
査
研
究

す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た

め
の
離
農
者
や
耕
作
放
棄
地
発
生
の
防

止
、
若
人
が
農
業
従
事
へ
の
夢
や
意
欲
を

湧
か
せ
ら
れ
る
施
策
に
も
農
業
関
係
予
算

を
配
分
す
る
こ
と
も
現
下
の
状
況
で
は
急

務
で
、
よ
り
有
効
性
は
高
ま
る
の
で
は
と

思
わ
れ
る
。

　
財
政
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果

　

補
助
金
等
の
財
政
援
助
を
し
て
い
る
斑

鳩
町
消
防
団
、
斑
鳩
町
遺
族
会
、
斑
鳩
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
監
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
支

出
を
担
当
す
る
総
務
課
及
び
福
祉
課
の
補

助
金
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
も
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報
公
開

窓
口
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）
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事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

5月25日㈯
6月14日㈮

12：45～
　13：30
申込先着
40名

40歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人

子宮頸がん検診
12：45～
　13：30
申込先着
30名

20歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

子宮頸がん・乳がん
セット検診

（マンモグラフィ・
視触診併用）

14：00～
　14：45
申込先着
60名

40歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

胃 が ん 検 診

6月7日㈮
6月8日㈯

8：30～
　10：00
申込先着
各20名

35歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（ 水・煙草・薬も飲まないでくだ
さい）胃がん・肺がん

セット検診

8：30～
　10：00
申込先着
各70名 40歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20名

○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 5月29日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購
入してください。（容器代300円）

☆申込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。（fax0745‒74‒0903)
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前に申し込んでください。

斑鳩町に警報発令時には検診・教室等を中止することがあり
ますので「保健センター」までお問い合わせください。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
予
防
教
室
（
春
コ
ー
ス
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化

を
進
め
ま
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

�

腹
囲
や
血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
の
値
が
気
に
な
る
40
～
74
歳

の
人

持
ち
物　

�

筆
記
用
具
、
特
定
健
診
等
の
結

果
通
知
表

申
込　
５
月
27
日（
月
）ま
で

事　業　名 月日 時間 定員 内　　容
こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₅月20日㈪ 午後₁時～₃時 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

個 別 栄 養 相 談
（栄養士による）

₅月27日㈪
₆月₃日㈪ ・
12日㈬

午前10時～
午後₄時30分 各₃人 高血圧・高血糖・高コレステロールなど

の状態に応じた栄養相談

～ 教　室　日　程 ～
日　程 テーマ 講　師

５月30日（木） メタボリック
　シンドロームってなに？ 保健師

６月11日（火） 私って食べ過ぎ？ 栄養士

６月27日（木） 運動で脂肪燃焼！ 健康運動
指導士

７月９日（火）
これから私は…
　～今後の目標を

たてましょう～
保健師

時間：午前9時30分〜11時30分
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☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

2歳6か月児健診
（歯科） 5月16日㈭ 13：00～

　13：30 Ｈ22年8・9月生

〇 歯科診察、フッ素塗布、保護者の歯科健
診（希望者）
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、
　　　コップ
対象者には個人通知します。

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 5月17日㈮ 12：45～

　13：30 Ｈ21年9月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、

歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

パ パ マ マ
スクールサロン

5月21日㈫
10：00～
　11：30 妊娠中の人

○助産師の「産後に役立つおっぱいの話」
申込：5月20日（月）まで

6月13日㈭
○助産師による妊婦体操
　「健康づくりリラクゼーション」
申込：6月11日（火）まで

双 子 ク ラ ブ 5月22日㈬ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：前日まで

後期離乳食教室
5月28日㈫

9：45～
　10：00 Ｈ24年6・7月生

〇離乳食の話と試食
持物： 母子健康手帳、筆記用具、お茶、

タオル
申込：5月21日（火）まで前期離乳食教室 13：15～

　13：30
Ｈ24年12・
Ｈ25年1月生

子 育 て 教 室 5月31日㈮ 9：45～
　10：00

就園までの児と
その保護者

○テーマ：楽しくからだを動かそう！
内容：手遊び、親子体操など
※先着30組　　申込：5月7日（火）から

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 6月10日㈪ 9：30～

　11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：5月13日（月）から
定員：80人

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
講
習
会

　

子
ど
も
た
ち
の
毎
日
の
食
事
を
見
直
し
、

家
族
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　
６
月
４
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
小
学
生
の
保
護
者

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

定
員　
先
着
30
人

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　

�

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん
・
台
ふ
き
各

１
枚

費
用　
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

申
込　
５
月
８
日（
水
）～
５
月
28
日（
火
）

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
み
ん
な

で
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

修
了
後
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

日
程　
６
月
12
日（
水
）・
６
月
26
日（
水
）

　
　
　

�

７
月
３
日（
水
）・
７
月
８
日（
月
）

の
全
４
回

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

※
６
月
12
日
は
９
時
30
分
開
始

対
象　

�
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
全

４
回
参
加
で
き
る
人

定
員　
20
人

申
込　
６
月
４
日（
火
）ま
で

マ
マ
力
ア
ッ
プ
講
座

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
お
腹
の
中
で
何
を
し
て

い
る
の
？
」「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
の
？
」
子
ど
も
の
素
直
な
質

問
に
ど
う
応
え
た
ら
良
い
か
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時　
5
月
27
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
は
9
時
30
分
～
）

内
容　

�

生
と
性
の
「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し

て
？
」
に
応
え
る
に
は

講
師　
奈
良
県
助
産
師
会　

　
　
　

ハ
ー
ト
ポ
ケ
ッ
ト　

菊
地　

光
氏

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

定
員　
先
着
60
人

※
託
児
あ
り
（
予
約
制
・
先
着
20
人
）

申
込　
５
月
１
日（
水
）～
５
月
24
日（
金
）

禁
煙
週
間

（
５
月
31
日
～
６
月
６
日
）

毎
年
５
月
31
日
は
、

　
　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
で
す

　

た
ば
こ
が
原
因
で
日
本
で
は
、
年
間
13

万
人
も
の
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
国
を
超
え
て
世
界
の
人
た
ち
が
、

た
ば
こ
の
な
い
社
会
へ
向
け
て
手
を
つ
な

い
で
動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

吸
う
人
も
、
吸
わ
な
い
人
も
、
た
ば
こ

の
害
に
つ
い
て
、
よ
く
知
る
こ
と
が
大
事

で
す
。



５月号
平成25年５月１日発行

（通巻572号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₄₅₅人
　　（前月比　－54）
　　男₁₃ , ₅₀₆人
　　女₁₄ , ₉₄₉人

　 　₁₁ , ₁₄₅世帯
　　（前月比　－₇）
（平成25年₃月31日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　今年の桜もとてもきれいで
したね。咲いている間は心浮
かれますが、散る桜を見てい
ると、「さあ、今年度もがん
ばるんだぞ」と背中を押され
るような気持ちになります。
新入学、新社会人の皆さんも
まずは次の桜の季節まで、が
んばってくださいね。

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

242013.5.  広報 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

た

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　今年は、「法隆寺地域の仏教
　　　建築物」が世界文化遺産に
　　　登録されて何周年になるでしょう？
　　　　　〈５月12日必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電

話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

　　　４月号のクイズの答　96店舗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数23）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

　たばこの煙には、約6,000種類の物質が含ま
れ、その中に300種類以上の有害物質（一酸
化炭素、ニコチンなど）や、60種類以上の発
がん物質（タール、カドミウムなど）が含ま
れています。
　たばこは “百害あって一利なし”

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
こ
ん
な
病
気
で
す

　

肺
の
機
能
が
低
下
し
、
呼
吸

困
難
を
招
く
病
気
で
、「
肺
気

腫
」
や
「
慢
性
気
管
支
炎
」
も

含
ま
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
タ
イ

プ
も
気
道
の
空
気
の
通
り
が
悪

く
な
り
、
少
し
の
動
作
で
息
切

れ
し
た
り
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
せ
き

や
た
ん
が
多
く
で
た
り
し
、
呼

吸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

最
大
の
原
因
は
た
ば
こ
で
す

　

た
ば
こ
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
発
症
の

８
～
９
割
を
占
め
て
お
り
、「
た

ば
こ
病
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
10
年
以
上
喫
煙
を

続
け
て
い
る
人
や
ヘ
ビ
ー
ス

モ
ー
カ
ー
は
、
さ
ら
に
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！

　
禁
煙
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を

　
　
　
　
予
防
し
よ
う
‼

　

壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
胞
は
、

元
に
は
戻
ら
な
い
の
で
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
は
一
度
進
行
す
る
と
完
全

に
治
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
息
切
れ
な
ど
の
症

状
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
直
ち
に
、
た
ば
こ
を
や
め

る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

第２期斑鳩町健康増進計画目標　～ たばこを吸わない ～

※�禁煙すれば、肺機能の低下のスピード
を遅らせることができます。

※

25
歳
時
の
１
秒
間
に
吐
き
出
せ
る

　

息
の
量
を
100
と
し
た
時
の
比
率

100

75

50

25

0
25歳 50歳 75歳

（Fletcher C,Peto R.B,Med J 1,1977）

45歳で
禁煙した人
45歳で
禁煙した人

60歳で
禁煙した人
60歳で
禁煙した人

非喫煙者

喫煙者

（％）
肺
機
能
の
変
化

死亡 不自由な生活

健 康 豆 知 識 ～たばこを１本吸うたびに、寿命が縮む～

•たばこを１本吸うと寿命が
　５分30秒縮みます。
•１日20本を１年間吸うと
　28日間寿命が縮みます。

■ 喫煙・禁煙による肺機能の変化


